
                       

 

（
上
段
よ
り
つ
づ
く
） 

Ｑ 

目
的
地
が
相
模
原
市
外
の
場
合
、
運
行
の
判
断
は
？ 

 

Ａ 

事
務
局
が
判
断
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
行
指
示
書
の
通
り

に
運
行
し
ま
す
。 

Ｑ 

車
両
の
燃
料
残
量
の
心
配
は
？ 

 

Ａ 

燃
料
残
量
は
半
分
以
下
で
補
充
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

Ｑ 

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？ 

Ａ 

こ
の
活
動
を
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｑ 

そ
の
他
に
説
明
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
？ 

 
 

Ａ 

福
祉
車
両
の
運
転
活
動
に
は
、
家
族
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
活
動
は
、
予
め
利
用
者
の
申
し
込
み
リ
ス

ト
を
見
て
都
合
の
良
い
日
程
を
選
べ
ま
す
の
で
、（
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
と
の
両
立
は
）
大
丈
夫
で
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
加
入
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

―６― 
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十
一
月
、
国
認
定
運
転
者 

講
習
が
開
催
さ
れ
ま
す 

お
知
ら
せ 

新
た
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
活
動
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ 

の
「
運
転
者
講
習
」
の
修
了
資
格
が
必
要
で
す
。（
詳
細
後
報
） 

左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

 

井
上 

０
４
２
（
７
１
５
）
０
９
８
９ 

 
 

 

駐
車
禁
止
除
外
標
章
の
更
新 

今
年
度
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
を
更 

新
し
ま
し
た
。
十
号
車
と
十
一
号
車
の
グ
ロ
ー 

ブ
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
し
て
あ
り
ま
す
。 

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

赤枠 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に 

参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

下
里

し
も
ざ
と

作さ
く

衛え 

去
る
七
月
八
日
（
土
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
／
基
礎
講
座
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
相
模
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
会

員
と
し
て
パ
ネ
ラ
ー
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
三
人
と
私
の
計
四
人
で
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
小
川
紀
江

の
り
え

さ
ん
の
進
行
で
、

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
簡
単
に
説
明
し
た
後
、
講
習
会
参
加
者

の
質
問
に
答
え
る
形
式
で
し
た
。 

私
に
関
係
し
た
質
疑
応
答
（
Ｑ
＆
Ａ
）
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

Ｑ 

活
動
を
始
め
た
理
由
と
活
動
内
容
は
？ 

Ａ 

理
由
は
自
動
車
運
転
免
許
を
活
用
し
て
、
ひ
と
の
為
に
な
る

事
を
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
活
動
は
相
模
原
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
で
福
祉
有
償
運
送
車
両
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
号

の
運
転
で
す
。 

Ｑ 

や
っ
て
い
て
大
変
な
こ
と
は
？ 

Ａ 

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会

話
の
内
容
に
は
注
意
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？ 

Ａ 

利
用
目
的
を
終
え
て
利
用
者
の
方
を
無
事
に
ご
自
宅
に
送

り
届
け
た
時
、
お
礼
を
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

目
的
地
へ
の
運
行
ル
ー
ト
が
利
用
者
の
想
定
ル
ー
ト
と
異

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
場
合
の
対
応
は
？ 

Ａ 

利
用
者
宅
で
対
面
し
た
時
に
、
名
前
を
名
乗
り
『
私
は
昨
年

十
二
月
か
ら
の
活
動
で
不
慣
れ
な
点
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
』
と
伝
え
ま
す
。
そ
し
て
車

内
で
目
的
地
ま
で
の
運
行
ル
ー
ト
を
簡
単
に
説
明
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
運
行
ル
ー
ト
が
異
な
っ
て
も
特
に
ク
レ
ー
ム

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
下
段
へ
続
く
） 

 

仲間 

 

お名前 活動地区 使用車両 

久保 恒好
つねよし

さん 南地区 ハンディキャブ号（１０号車）と自家用車 

杉山 安由
やすよし

さん あじさい地区 ハンディキャブ号（１１号車） 

福島 淳
じゅん

さん あじさい地区 自家用車 

 

この度新たに運転者として３名の方が加わりましたので、ご紹介します。 

久保さんは７月に南地区で行われた「移送ボランティア養成講座」を、杉山さんと福島さんは「２０

１７年度ボランティア養成講座の基礎講座」をそれぞれ受講されて、ハンディキャブ活動に参加するこ

とになりました。なお、久保さんと杉山さんは、１１月に国認定運転者講習を受講する予定です。 


